
                  

                ２０１３年 9月  

   主題 

国際会長   「全ての世界に出て行こう。」               会 長  千賀直道  

アジア地域会長「未来を始めよう、今すぐに」              副会長  亀野 貞 

西日本区理事 「志をもって例会に参加し、学びの機会を持ちましょう」  書 記  薦田正男                    

中部部長   「前へ！声を掛け合い」                 会 計  薦田正男 

クラブ会長  「ワイズの輪を広げよう」               直前会長  芝山隆史  

  

今月の聖句 

「神は、恵みをくださり、天から雨を降らせて実りの季節をあたえ、食物を施して、あなたがたの心を 

喜びでみたしてくださっているのです。」           使徒言行録１４章１７節 

       9月第１例会 

               

日 時 9月 12日（木）１9時～ 

会 場 アスト津 ３Ｆ 交流広場 

担 当 亀野君 

開会点鐘 

ワイズソング斉唱 

会長挨拶 

報告・連絡事項 

第１回中部評議会報告 

第１７回中部部会報告 

閉会点鐘 

会場移動 

東日本への支援継続中 私達でできる事をやりましょう。絶えず心にかけて祈りましょう。 

 在  籍 第１例会  第２例会 メークアップ  出 席 率 ファンド 
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                  時間厳守・親睦・奉仕 
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       ８月例会報告 

 

日時 ８月８日(木）１８時３０分～ 

会場 集合アスト津 Ｂ1 炉庵 

全員集合 納涼例会 

 

 

     第１７回中部部会開催 

 

日時 ８月３１日(土)１３時～１７時３０分 

会場 金沢都ホテル 

 

 

第１７回中部部会には西日本区各地から１２４名の 

参加者があり心に残る部会となりました。 

津クラブより千賀夫妻・薦田が出席しました。 

金沢犀川クラブはメンバー６名で今期の部長を引き

受けられ大変なご苦労をされたようです。金沢クラブ

がこの部会を支援され金沢全体でもてなしに努力さ

れ素晴らしい部会となりました。平口部長よりお互い 

弱小クラブが協力し合いよりよいワイズ活動に励み

ましょうとの言葉をいただきました。 

 

      第１回中部評議会 

 

日時 ８月３１日 １１時３０分～ 

会場 金沢都ホテル 

 

第１号議案 前年度事業報告 

第２号議案 前年度会計報告・監査報告 

第３号議案 本年度部長報告・事業計画 

第４号議案 本年度会計予算 

第５号議案 次期中部部長・部会ホストの確認 

      大西ワイズ・四日市クラブ 

第６号議案 次次期中部部長・部会ホストの件 

      荒川ワイズ・名古屋グランパス 

第７号議案 本年度部監事・部選出代議員の確認 

      直前部長荒川ワイズ・平口部長 

第８号議案 部会献金の贈呈先について 

      東日本復旧支援活動へ 

第９号議案 中部ＨＰ委員会運営規則改正案 

第 10号議案 部役員構成・部評議会構成の確認 

すべて承認されました。 

評議会直前に部旗の引き継ぎがありました。 

荒川直前部長より平口部長へ 

 

８月３１日は天候不順の予報で心配していましたが 

会場到着も予定よりも早めに着き会議にも間に合い

ました。帰りに会場を出たところで激しい雨に合いあ

わてて地下道へ避難しました。乗り物も時刻通りに運

行され無事家路に着くことができました。 

 

高瀬理事はワイズはまず親睦を第一に推進すべしと

話され行動力に富んだ姿はワイズの若返りのリーダ

ーとしてふさわしい人と思いました。 

津クラブも若いメンバーを確保すべくがんばりまし

ょう。一人が一人を確保するよう行動を開始しましょ

う。 

二代目 森乃福朗師匠 「頭のストレッチ」講演 

古典落語を一席 会場を笑いの世界へ導いていまし

た。同志社大学を卒業と同時に初代森乃福郎に師事し 

笑福亭福三の名でデビュー、２０００年に先代の名跡

を襲名し古典落語と新作落語をバランスよくを信条

に活躍中 生の落語はいつ聴いてもいいですね。どの

世界でも年季が大事。絶えず勉強を続けること。 


